成績書記載例７
令和　年度農薬展示ほ（飼料用とうもろこし）成績書
　　　　　　  　　　　　                        担当機関名：○○農林振興局(○部)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名：△△　△△

作物名：飼料用とうもろし
対象病害虫名：ツマジロクサヨトウ
展示農薬名：○○○○ 
展示目的：防除効果及び薬害の検討
１　展示方法

　　実施場所：○○市町村　現地農家ほ場
    面　　積：展示区　○○ａ　　対照区（無処理区）　○○ａ　　　

　　耕種概要　品種名：

　　　　　　　播種日：

　　　　　　　収穫日：

　　　　　　　
２　処理時期、量、方法等

    処理時期：令和○年○月○日（生育ステージ：播種と同時）

    処 理 量：展示区　　

               対照区（無処理区）　　

    処理方法： 
    散布履歴：○月○日○○○○、○○○○を同時塗布
○月○日２～４葉期（雑草茎葉処理剤○○を散布）
※収穫までに散布した農薬を記載
３　対象病害虫の発生状況

　　播種前は隣接ほ場の対象害虫による食害はなし
４　処理前後の気象（観測地点：○○市）太い枠内は播種日
	月　日
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	天　気
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	平均（℃）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	降水量（mm）
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　○：晴れ　　◎：曇り　　●：雨　　「｜」：時々、一時　「／」：のち
５　調査時期、方法

　※播種後１７～２０日後と約1か月後に、１区１００株程度について被害の程度別に調査し、その数で示す。また、幼虫及び薬害の有無の確認を行う。

６　成績

　　別頁の各作物、病害虫毎の成績表示例を参考に作成する。
（１）播種後（○○日目）※１７～２０日後
	区分
	農薬名
	濃度
･量
	調査
株数
	茎葉の被害スコア
	幼虫
	薬害

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	（内枯死）
	
	

	展示区
	○○○○
	
	100
	99
	0
	0
	0
	1
	（1）
	無
	無

	対照区
(無処理区)
	△△△
	
	100
	50
	20
	10
	10
	10
	（5）
	有
	無


　※茎葉の被害スコア割合：１～５（枯死含む）
（２）播種後（○○日目）※約1か月後
　　※達観でほ場全体の様子や食害や幼虫の有無等の状況を記入
７　考察、農家の意見など

1 防除効果：対照区（薬剤名を記入）と比較して

　　（Ａ：非常に高い　Ｂ：高い　Ｃ：同等　Ｄ：やや低い　Ｅ：低い　Ｆ：判定不能）

· 収穫までの生育状況も含めて考察する。
　②薬害：有の場合には症状と普及性への影響を記載する。

　③担当者及び農家の意見

　　担当者：

　　農　家：

８　普及性

　①普及性の有無：（Ａ：有　Ｂ：無　Ｃ：判定不能）

　②普及技術上の所見

　　防除体系への組み入れの可否等の意見を記入する。

　　無又は判定不能の場合は理由を記入する。

（参考）
１　展示ほの設置及び調査方法
	展示区
	対照区（無処理区）


２　簡易化した被害スコア（茎葉を対象としたもの）
	評点
	被害の特徴

	１
	葉に加害跡がない、または、下位葉にピンホール状の加害跡がわずかにみられるのみである

	２
	ピンホール状の穴や、小さな円形の穴が複数の葉に観察される。または、抽出中の葉に加害跡がみられるが長さは1.3cm以下のものが多い

	３
	長さ 2.5cm以上の加害痕を持つ葉が半数以上ある。抽出中の葉には中小の不定形の穴が見られるが、2.5cmを上回る加害跡は少ない

	４
	ほとんどの上位葉に長さ2.5cmを大きく上回る加害痕が多数ある（評点3よりも多い）。抽出中の葉にも多数の不定形の穴が観察される

	５
	食害により抽出中の葉がほぼなくなる。あるいは植物体が枯死する


　　　※調査のポイント　
・　２～４葉期時点での調査では、欠株が、発芽不良によるものか、根腐れやネキリムシ等によるものか判定できない場合があるため、発芽調査をして、調査地点を決めておくと、枯死（欠株）の考察ができる。
対角線上に、２列２５株を調査する。








